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世界最高水準を可能にする大学運営
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日本の国際大学として
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「支援職員は、教員や研究者と
ともに、OIST の目標達成に向

かって力を尽くしています。自
分たちが実現させたものを見

ると、満たされた気持ちになり
ます。それは喜びです。私たち
は OIST に仕えているだけなく、

プロセスの一部なのです」
吉尾啓介 

チーフ・オペレーティング・ 
オフィサー

OIST の矢崎（杉山）陽子准教授は、
幸運にも隣の研究室の物理学者と共同
研究を行うことができた。神経生物学
者である彼女と荒木亮研究員は、鳥の
鳴き声の脳機能マッピングに取り組ん
だ。あるとき、矢崎准教授が OIST の
同僚と話をしたところ、物理学者のマ
ヘッシュ・バンディ准教授と組んでみ
てはどうかと提案された。複雑な自然
現象を専門とするバンディ准教授の知
識は、鳥の歌の研究に何らかの知見を
与えてくれる可能性があったからだ。
　「私たちの間には共通の背景がな
かったので、最初は共同研究をもち
かけることにためらいがありました。
けれども話しているうちに、お互いに
どのように協力できるかが見えてき
たのです」と矢崎准教授は振り返る。
　こうして共同研究が始まり、2016年 

には著名な科学誌 Science に論文を
発表するに至った。彼らはキンカチョ

ウという鳥の歌の一部が、生まれつ
き脳に組み込まれていることを明ら
かにしたのだ。キンカチョウは、別の
種の鳥の歌だけを聞かされて育った
場合でも、その歌をキンカチョウの歌
に固有のテンポに合わせて歌ってい
た。研究チームはキンカチョウの歌の
テンポを解読する脳内領域を特定し、
音と音の間にある沈黙の時間に特異
的に反応するニューロンを発見した。
　矢崎准教授は、OIST の学際的な環
境は、こうした実り多い共同研究を
始めるのを容易にするだけでなく、
科学者が日々の研究活動の中で出合
う小さな問題を解決するうえでも役
立つと言う。
　「小さな問題でもいいのです。実験
にはどんな動物を使うべきだろう、ど
んな材料が必要なのだろうと思った
ら、隣の研究室のドアをノックすれば
よいのです。非常に簡単なことです」。

毛色の違う 共同研究者が集まる
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また、あらゆる種類のスポーツ・料
理・工芸のクラブがある。もちろん
学術的なクラブもある�
�研究者が優れた研究を行うために
は最新の施設だけでは足りない。教
職員や学生を家族のように遇するこ
とで、研究者のニーズに応えている。
本学の研究者と学生の半数以上、管
理部門職員の多くが海外から来てい
るため、OIST・沖縄・日本での生活
にスムーズに移行するための支援体
制を整えている。大学コミュニティ
支援ディビジョンと人事部の赴任支
援チームは、ビザの取得・住居の確保・
日常生活・金銭的なこと・学外の奨
学金や助成金の獲得・旅行・心身の
健康維持などの支援を行っている。
�OIST の学生や教職員の多くに幼
い子どもがいるため、学内には��
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週の産休・育休制度があり、���
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研究者と技術者管理職エグゼクティブ 教員

職種別の女性の割合（%）
OISTは男女平等の実現を目指している。不平等は全ての職種で少しずつ 

改善されているが、継続的な取り組みが必要である。

「本学の使命は決まっていますが、
本学の文化は教職員が
作っていきます」
永瀬智 
副学長（人事担当）

「OIST には女性科学者を支援する
という方針があります。科学者の
80%が男性であるなら、私たちは
全員に対して損害を与えていること
になります。貢献できるものを 

持っているのにチャンスを掴めない
女性がいるわけですから」
ゲイル・トリップ
副学長（大学コミュニティ支援担当）
発達神経生物学ユニット長
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研究
管理 その他コミュニティサービス技術・イノベーション

教育 研究インフラ研究支援

金額︵
100万円︶

2020 ～2030 年の予定経費
経費の増加は、研究者とサポートスタッフの積極的な採用による部分が 

ほとんどである。

「OISTの博士課程学生は、他に例の
ないレベルのハイパフォーマンス 

コンピューティング（HPC） 

リソースにアクセスできます。 

HPCの経験を積んだ人材は 

高く評価されます」
ティム・ダイス 

副学長（情報技術担当）

「本学は日本政府の実験のような 

ものだと思います。国立大学の
モデルとは全く違います。 

私たちはこの実験をやり遂げ 
なければなりません」

芝田政之 
副学長（財務担当）
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